
 

奈良地方最低賃金審議会  

奈良県最低賃金専門部会  

第３回  議事要旨  

 

開 催 日 時         
令和８年８月５日（水曜日）  

午前 10時 00分  ～午後０時 11分  

出 席 状 況         

 公 益 を 代 表 す る 委 員            出席  ３名 定数   3名 

 労働者を代表する委員           出席  ３名 定数   3名 

 使用者を代表する委員   出席  ２名 定数   3名 

主 要 議 題         
１奈良県最低賃金の審議（金額審議）について 

２その他 

 議 事 要 旨          

  公益委員と労働者側委員、公益委員と使用者側委員の個別審議が行われた。  

〇  労 働 者 側 委 員 の 主 張 内 容  

・ 目 安 額 プ ラ ス ４ 円 の 時 間 額 1 , 1 1 1円 で あ っ て も 、 月 収 は 1 8万 円 程 度 に と ど ま  

り 、 単 身 者 の 生 活 は 依 然 と し て 厳 し い 水 準 に あ る 。  

・ 労 働 分 配 率 の 低 下 や 価 格 転 嫁 の 進 展 状 況 等 を 踏 ま え る と 、 企 業 の 賃 金 支 払 能  

力 が 低 下 し て い る と は 考 え 難 く 、 昨 年 度 よ り 引 上 げ 額 を 低 く す べ き 理 由 は な  

い と 考 え る 。  

・ 使 用 者 側 の 主 張 を 考 慮 し た と し て も 、 法 定 発 効 の 場 合 は 目 安 額 プ ラ ス ２ 円 が  

必 要 で あ り 、 目 安 額 ど お り で は 受 け 入 れ 難 い 。 ま た 、 仮 に 目 安 額 ど お り と す  

る の で あ れ ば 、 ３ 年 前 の 地 域 間 額 差 の 是 正 に 関 す る 公 労 使 合 意 の 意 義 を 改 め  

て 問 い た い 。  

〇  使 用 者 側 委 員 の 主 張 内 容  

 ・ 企 業 の 賃 金 支 払 能 力 に つ い て は 、 予 測 の デ ー タ で は な く 実 績 に 基 づ き 判 断 す  

べ き で あ る 。 奈 良 県 の 中 小 企 業 景 況 調 査 に よ る と 、 景 況 判 断 、 売 上 額 、 経 常  

利 益 等 の Ｄ Ｉ 値 は Ｂ ラ ン ク 内 で も 低 位 に あ り 、 経 済 情 勢 は 依 然 と し て 厳 し い  

と の 認 識 で あ る 。  

・ 生 計 費 に 関 し 、 労 働 者 の 生 活 が 厳 し い こ と は 理 解 し て い る が 、 企 業 物 価 の 上  

昇 に 対 し て 価 格 転 嫁 が 十 分 に 進 ん で お ら ず 、 企 業 経 営 を 圧 迫 し て い る 。  

・ 以 上 の 状 況 を 踏 ま え る と 、 目 安 額 を 上 回 る 引 上 げ は 認 め 難 い 。  

 



・ 昨 年 度 の 指 定 日 発 効 が 業 務 改 善 助 成 金 の 活 用 促 進 に 効 果 が あ っ た と 認 識 し て  

お り 、 本 年 度 も 準 備 期 間 を 確 保 す る 必 要 が あ る の で 、 発 効 日 は 1 1月 1 6日 、 少  

な く と も 1 1月 １ 日 と す べ き で あ る 。 ま た 、 助 成 金 申 請 期 間 を ９ 月 か ら 発 効 日  

の 前 日 ま で と い う 短 期 間 に 絞 っ た 政 府 の 対 応 に は 不 満 を 申 し 上 げ た い 。  

 

  ・ 個 別 協 議 が 繰 り 返 し 行 わ れ た が 、 な お 隔 た り が あ り 結 審 に は 至 ら な か っ た 。  

引 き 続 き 第 ４ 回 専 門 部 会 （ ８ 月 ７ 日 ） で 審 議 す る こ と と な っ た 。  

 


